
私たち「　　富士化学　　」が目指すべきこと

『　省エネに配慮したものづくり企業　』
    とおり宣言します。

『　材料ロス削減を推進するものづくり企業　』３側面

重点的な取組主な分野

を囲む

環境負荷の低減 指標数値の設定 社内での実数値を把握する

環境 ・廃棄物 ・現行の廃棄物より重量換算で

・電気使用量 　５％削減 を回す

社会 ・現在の年間電気使用量 自家発電の電気量を増やす

経済
『　地域に貢献できる工場　』

社員全員が働きやすい 従業員エンゲージメン エンゲージメント率を図る

環境 環境づくり ト率 アンケートの実施

地元企業との協業 ※企業などの組織に対する 積極的な協業への働きかけ

社会 従業員の愛着心や貢献意欲

経済

社内設備の老朽化改善 設備改善による生産 現状調査

『学びや成長を経て、働くことを誇れる企業』環境 自動化設備の開発 性の向上

自動化設備を現行の 機械設備製作者の育成・確保

社会 倍に増やす

経済

住　所：

企業名： 富士化学株式会社

代表者： 黒澤　忠之

（原本：自署）

SDGs達成に向けた宣言書

    当社は、SDGsの内容を理解し、SDGs達成に向けた方針及び取組を下記の

全量自家消費型の太陽光発電設備の設置や電力使用量の見える化、工場内循環
水の活用を行い、またタブレットＰＣを活用し業務上のペーパーレス化を進めるなど
、二酸化炭素の排出を抑えることによって省エネを通じた地球温暖化の防止に努
め、環境に配慮したものづくり企業を目指します。

SDGs達成に向けた経営方針等
「品質の向上は会社の繁栄を約束する」を社是に掲げる中、ものづくりのプロセスに目を配ることで社員一人一人
がSDGsに向け具体的な認識を持ち、行動していくために、SDGs達成に向けて数値目標を明確化することを方針
とし、社内で一丸となって環境・社会・経済というSDGsの目標達成を目指してそれぞれの役割を果たし、貢献して
いきます。

SDGs達成に向けた
重点的な取組

2030年に向けた指標

ものづくりに使用する材料の量を厳格に管理することによって、材料ロスを減らすと
ともに、品質を向上させて製品の不良品の発生を抑制することで廃棄材の量を最
小化させることを通じて、お客様に高品質の製品をお届けするものづくり企業を目
指します。

月次の数字を確認してPDCA

・CO２排出量
　(850640kWh)より5％減

頑丈な工場建屋と非常用電力機能を保有し、前橋市の防災協力事業所に登録し
ており、災害時の避難誘導の支援、資機材・車両・電源の提供など、避難所として
の機能を発揮することで、地域の人々に安心を与え、貢献することができる企業と
なります。

IT人材の社内育成・確保

社内誰でも技術を身に着けたり、スキルアップしたりする機会を設けることを通じ、
それぞれが成長していく中で、社員が人に紹介したいと思える仕事をし、誇りを持
って働くことができる、魅力ある企業として共に成長していくことを目指します。

　　2022年　11月　24日
群馬県前橋市五代町 1009番地-4



私たち「　　富士化学　　」が目指すべきこと


	宣言書

